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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチスクリーンディスプレイと、
　手書き入力による軌跡を前記タッチスクリーンディスプレイの画面上に描画する描画手
段と、
　アプリケーションの起動によって前記タッチスクリーンディスプレイに表示される画面
をタッチ操作することで当該画面をキャプチャし、前記キャプチャ後に、前記描画手段に
よって前記タッチスクリーンディスプレイ上から前記手書き入力による軌跡の描画が開始
される場合、前記キャプチャした画面から階調を低くした画面に切り替える表示制御手段
と、
　前記描画手段によって描画された画像を含む前記キャプチャした画面をスクラップデー
タとして記憶する記憶手段と、
　前記スクラップデータによって表示される画像のサムネイルを表示するためのサムネイ
ルデータを生成する生成手段と、
　を具備し、
　前記表示制御手段は、前記キャプチャした画面上から前記手書き入力の範囲を指定する
範囲選択モードが指定された場合、ユーザによって指定された矩形範囲の内側を前記起動
時の階調にして表示すると共に、前記スクラップデータを複数のスクラップノートの１つ
に対応付けるための複数の選択ボタンを前記キャプチャした画面に表示し、
　前記生成手段は、前記選択ボタンの１つがタップ操作されたとき、前記スクラップデー
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タに対応する前記サムネイルデータを生成する電子機器。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記タップ操作された前記選択ボタンに対応する前記スクラップノー
トに前記スクラップデータを含ませる請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　アプリケーションの起動によってタッチスクリーンディスプレイに表示される画面をタ
ッチ操作することで当該画面をキャプチャし、
　前記キャプチャ後に、描画手段によって前記タッチスクリーンディスプレイ上から手書
き入力による軌跡の描画が開始される場合、前記キャプチャした画面から階調を低くした
画面に切り替えて表示し、
　前記キャプチャした画面上から前記手書き入力の範囲を指定する範囲選択モードが指定
された場合、ユーザによって指定された矩形範囲の内側を前記起動時の階調にして表示し
、
　前記描画手段によって描画された画像を含む前記キャプチャした画面をスクラップデー
タとして記憶し、
　前記スクラップデータを複数のスクラップノートの１つに対応付けるための複数の選択
ボタンを前記キャプチャした画面に表示し、
　前記選択ボタンの１つがタップ操作されたとき、前記スクラップデータに対応する画像
のサムネイルを表示するためのサムネイルデータを生成する
　表示方法。
【請求項４】
　アプリケーションの起動によってタッチスクリーンディスプレイに表示される画面をタ
ッチ操作することで当該画面をキャプチャし、
　前記キャプチャ後に、描画手段によって前記タッチスクリーンディスプレイ上から手書
き入力による軌跡の描画が開始される場合、前記キャプチャした画面の階調を低くした画
面に切り替える手順と、
　前記キャプチャした画面上から前記手書き入力の範囲を指定する範囲選択モードが指定
された場合、ユーザによって指定された矩形範囲の内側を前記起動時の階調にして表示す
る手順と、
　前記描画手段によって描画された画像を含む前記キャプチャした画面をスクラップデー
タとして記憶する手順と、
　前記スクラップデータを複数のスクラップノートの１つに対応付けるための複数の選択
ボタンを前記キャプチャした画面に表示する手順と、
　前記選択ボタンの１つがタップ操作されたとき、前記スクラップデータに対応する画像
のサムネイルを表示するためのサムネイルデータを生成する手順と、
　をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、アプリケーションの画面へのコメント等の付加に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、タブレット型コンピュータ、ＰＤＡ（personal digital assistant）、スマート
フォンといった種々の電子機器が開発されている。この種の電子機器の多くは、ユーザに
よる入力操作を容易にするために、タッチスクリーンディスプレイを備えている。
【０００３】
　ユーザは、タッチスクリーンディスプレイ上に表示されるメニューまたはオブジェクト
をペンや指などでタッチすることにより、これらメニューまたはオブジェクトに関連づけ
られた機能の実行を携帯型電子機器に指示することができる。また、ユーザは、タッチス
クリーンディスプレイ上で、ペンを用いて文字や図形等を手書きすることで、手書きした
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文字や図形等のストロークデータを入力することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－８６０１７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　アプリケーションの表示画面に対して、手書きにより軌跡を描画することによってコメ
ント等を付加した画像を保存したいという要望がある。
【０００６】
　本発明の一形態の目的は、アプリケーションの画面上への手書きによる軌跡を見やすく
することを可能にする電子機器、表示方法、及び表示プログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　実施形態によれば、電子機器はタッチスクリーンディスプレイと、手書き入力による軌
跡をタッチスクリーンディスプレイの画面上に描画する描画手段と、表示制御手段と、記
憶手段と、生成手段とを具備する。表示制御手段は、アプリケーションの起動によってタ
ッチスクリーンディスプレイに表示される画面をタッチ操作することで当該画面をキャプ
チャし、キャプチャ後に、描画手段によってタッチスクリーンディスプレイ上から手書き
入力による軌跡の描画が開始される場合、キャプチャした画面から階調を低くした画面に
切り替える。記憶手段は、描画手段によって描画された画像を含むキャプチャした画面を
スクラップデータとして記憶する。前記生成手段は、前記スクラップデータによって表示
される画像のサムネイルを表示するためのサムネイルデータを生成する。表示制御手段は
、キャプチャした画面上から手書き入力の範囲を指定する範囲選択モードが指定された場
合、ユーザによって指定された矩形範囲の内側を起動時の階調にして表示すると共に、前
記スクラップデータを複数のスクラップノートの１つに対応付けるための複数の選択ボタ
ンを前記キャプチャした画面に表示する。前記生成手段は、前記選択ボタンの１つがタッ
プ操作されたとき、前記スクラップデータに対応する前記サムネイルデータを生成する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施形態に係る電子機器の外観を示す斜視図。
【図２】実施形態におけるタブレットコンピュータのシステム構成を示す図。
【図３】実施形態の手書き入力プログラムにより実現される機能構成を示す図。
【図４】実施形態のデスクトップ／ドロア画面の初期状態の表示例を示す図。
【図５】実施形態のデスクトップ／ドロア画面において表示されるノートアイコンの表示
形態を説明するための図。
【図６】実施形態のデスクトップ／ドロア画面において表示されるノートアイコンの表示
形態を説明するための図。
【図７】実施形態のデスクトップ／ドロア画面の一例を示す図。
【図８】実施形態のデスクトップ／ドロア画面の一例を示す図。
【図９】実施形態のデスクトップ／ドロア画面の一例を示す図。
【図１０】実施形態のデスクトップ／ドロア画面に対する入力操作に応じた表示処理を示
すフローチャート。
【図１１】実施形態のノートアイコン一覧画面の表示例を示す図。
【図１２】実施形態の簡易ページ一覧表示画面の一例を示す図。
【図１３】実施形態のノートアイコンがドラッグされている画面の一例を示す図。
【図１４】実施形態のノートアイコンのドラッグに応じて表示されたデスクトップ／ドロ
ア画面の一例を示す図。
【図１５】実施形態のデスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面への移行表
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示を示すフローチャート。
【図１６】実施形態のデスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面へ移行する
際の遷移画像の一例を示す図。
【図１７】実施形態のデスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面へ移行する
際の遷移画像の一例を示す図。
【図１８】実施形態のデスクトップノート画面に対する入力操作に応じた表示処理を示す
フローチャート。
【図１９】実施形態のデスクトップノート画面の表示例を示す図。
【図２０】実施形態のページ一覧画面の一例を示す図。
【図２１】実施形態のページ情報の表示画面の一例を示す図。
【図２２】実施形態のページ操作の一例を示す図。
【図２３】実施形態のノートビュー画面の一例を示す図。
【図２４】実施形態のメニュー表示モードのページビュー画面の一例を示す図。
【図２５】実施形態のタイムラインノート画面の一例を示す図。
【図２６】実施形態のスクラップノート画面の一例を示す図。
【図２７】実施形態のサブメニュー表示画面の一例を示す図。
【図２８】クリップ処理の手順を説明するための概念図。
【図２９】クリップ処理の手順を説明するための概念図。
【図３０】クリップ処理の手順を説明するための概念図。
【図３１】本実施形態の電子機器の使用例を示す概念図。
【図３２】背景画面の例を示す図。
【図３３】編集画面の一例を示す図。
【図３４】手書きメモの取り込み時の画面の一例を示す図。
【図３５】追加手書き書き込み画面の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。
【００１０】
　図１は、実施形態に係る電子機器の外観を示す斜視図である。電子機器は、例えば、ペ
ンまたは指によって手書き文字を入力可能な携帯型電子機器である。電子機器は、タブレ
ットコンピュータ、ノートブック型パーソナルコンピュータ、スマートフォン、ＰＤＡ等
として実現され得る。以下では、電子機器がタブレットコンピュータ１０として実現され
ている場合を想定する。タブレットコンピュータ１０は、タブレットまたはストレートコ
ンピュータとも称される携帯型電子機器であり、図１に示すように、本体１１とタッチス
クリーンディスプレイ１７とを備える。タッチスクリーンディスプレイ１７は、本体１１
の上面に重ね合わせるように取り付けられている。
【００１１】
　本体１１は、薄い箱形の筐体を有している。タッチスクリーンディスプレイ１７には、
フラットパネルディスプレイと、フラットパネルディスプレイの画面上に対するペンまた
は指による指定位置を検出するように構成されたセンサ（位置検出デバイス）とが組み込
まれている。フラットパネルディスプレイは、例えば、液晶表示装置（ＬＣＤ）であって
もよい。センサ（位置検出デバイス）としては、例えば、静電容量方式のタッチパネル、
電磁誘導方式のデジタイザなどを使用することができ、ペンまたは指が接触あるいは近接
した位置を検出する。以下では、デジタイザとタッチパネルの２種類のセンサの双方がタ
ッチスクリーンディスプレイ１７に組み込まれている場合を想定する。
【００１２】
　デジタイザ及びタッチパネルの各々は、フラットパネルディスプレイの画面を覆うよう
に設けられる。タッチスクリーンディスプレイ１７は、指を使用した画面に対するタッチ
操作のみならず、ペン１００を使用した画面に対するタッチ操作も検出することができる
。ペン１００は例えば電磁誘導ペンであってもよい。ユーザは、外部オブジェクト（ペン
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１００又は指）を使用してタッチスクリーンディスプレイ１７上で手書き入力操作が可能
である。タッチスクリーンディスプレイ１７上で手書き入力操作がされると、画面上の外
部オブジェクト（ペン１００又は指）の動きの軌跡、つまり手書き入力操作によって手書
きされるストロークの軌跡（軌跡）がリアルタイムで表示される。１ストロークの軌跡は
、外部オブジェクトが画面に接触している間の、外部オブジェクトが接触している位置（
座標）の変化に相当する。手書き文書は、通常、手書きされた文字または図形などに対応
する多数のストロークの集合、つまり多数の軌跡（筆跡軌跡）の集合により構成される。
【００１３】
　本実施形態のタブレットコンピュータ１０（電子機器）は、手書き入力されたストロー
クのデータを、イメージデータではなく、各ストロークの軌跡を示す座標データ系列とス
トローク間の順序関係を示す時系列情報（ストローク情報）として記録する。時系列情報
は、複数のストロークのそれぞれ対応する時系列の座標データ（座標データ系列）の集合
（ストロークデータ系列）を意味する。ストローク間の順序関係は、ストロークが手書き
された順序、つまり筆順を示す。
【００１４】
　タブレットコンピュータ１０は、記憶媒体から既存の任意の時系列情報を読み出し、こ
の時系列情報に対応する手書き文書、つまり時系列情報によって示される複数のストロー
クそれぞれに対応する軌跡を画面上に表示することができる。
【００１５】
　本実施形態では、例えば時系列情報（ストロークデータ系列）をページ単位で管理する
。タブレットコンピュータ１０は、少なくとも１ページ分のページデータを含むノートフ
ァイルによりデータ管理する。なお、ページデータには、時系列情報（ストロークデータ
系列）だけでなく、画像データやテキストデータを含めることができる。また、タブレッ
トコンピュータ１０は、時系列情報（ストロークデータ系列）を他のデータと関連づけて
管理することができる。他のデータには、例えば日時を示す日時データ、画像やテキスト
データ、タグデータなどがある。
【００１６】
　図２は、実施形態におけるタブレットコンピュータ１０のシステム構成を示す図である
。　
　タブレットコンピュータ１０は、図２に示されるように、ＣＰＵ１０１、システムコン
トローラ１０２、メインメモリ１０３、グラフィクスコントローラ１０５、ＢＩＯＳ－Ｒ
ＯＭ１０５、記録デバイス１０６、無線通信デバイス１０７、エンベデッドコントローラ
（ＥＣ）１０８等を備える。
【００１７】
　ＣＰＵ１０１は、タブレットコンピュータ１０内の各種モジュールの動作を制御するプ
ロセッサである。ＣＰＵ１０１は、記録デバイス１０６からメインメモリ１０３にロード
される各種プログラムを実行する。ＣＰＵ１０１により実行されるプログラムには、オペ
レーティングシステム（ＯＳ）２０１、手書き入力プログラム２０２などの各種アプリケ
ーションプログラムが含まれている。アプリケーションプログラム２０３には、例えば手
書き文字認識プログラム、ブラウザプログラム、画像編集プログラム、文書作成プログラ
ムなどが含まれる。
【００１８】
　ＣＰＵ１０１は、手書き入力プログラム２０２を実行することにより、ペン１００を用
いた手書き入力操作に応じてノートデータ（ページデータ（時系列情報））を生成する機
能、ノートファイルに含まれるページを編集するページ編集機能の他、ノートファイル（
あるいはページ）の作成と編集に関係する各種機能を実現する。
【００１９】
　また、ＣＰＵ１０１は、ＢＩＯＳ－ＲＯＭ１０５に格納された基本入出力システム（Ｂ
ＩＯＳ）も実行する。ＢＩＯＳは、ハードウェア制御のためのプログラムである。
【００２０】



(6) JP 6271125 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

　システムコントローラ１０２は、ＣＰＵ１０１のローカルバスと各種コンポーネントと
の間を接続するデバイスである。システムコントローラ１０２には、メインメモリ１０３
をアクセス制御するメモリコントローラも内蔵されている。また、システムコントローラ
１０２は、シリアルバスなどを介してグラフィクスコントローラ１０４との通信を実行す
る機能も有している。
【００２１】
　グラフィクスコントローラ１０４は、タブレットコンピュータ１０のディスプレイモニ
タとして使用されるＬＣＤ１７Ａを制御する表示コントローラである。グラフィクスコン
トローラ１０４によって生成される表示信号はＬＣＤ１７Ａに送られる。ＬＣＤ１７Ａは
、表示信号に基づいて画面イメージを表示する。ＬＣＤ１７Ａ上には、位置検出デバイス
として、タッチパネル１７Ｂ及びデジタイザ１７Ｃが配置されている。タッチパネル１７
Ｂは、ＬＣＤ１７Ａの画面上で入力を行うための静電容量式のポインティングデバイスで
ある。指が接触される画面上の接触位置及び接触位置の動き等はタッチパネル１７Ｂによ
って検出される。デジタイザ１７ＣはＬＣＤ１７Ａの画面上で入力を行うための電磁誘導
式のポインティングデバイスである。ペン１００が接触される画面上の接触位置及び接触
位置の動き等はデジタイザ１７Ｃによって検出される。
【００２２】
　無線通信デバイス１０７は、無線ＬＡＮまたは３Ｇ移動通信などの無線通信を実行する
ように構成されたデバイスである。
【００２３】
　ＥＣ１０８は、電力管理のためのエンベデッドコントローラを含むワンチップマイクロ
コンピュータである。ＥＣ１０８は、ユーザによるパワーボタンの操作に応じてタブレッ
トコンピュータ１０を電源オンまたは電源オフする機能を有している。
【００２４】
　次に、本実施形態における手書き入力プログラム２０２により実現される機能構成につ
いて、図３を参照しながら説明する。ＣＰＵ１０１は、手書き入力プログラム２０２を実
行することにより、入力判別部３０、データ生成部４０、表示処理部５０等の機能を実現
する。　
　入力判別部３０は、ペン１００や指などを用いた入力操作に応じて、タッチスクリーン
ディスプレイ１７により検出される画面上の接触位置及び接触位置の動きを示すデータを
入力する。入力判別部３０は、表示処理部５０がＬＣＤ１７Ａに表示するユーザインタフ
ェース画面に基づいて、データ生成部４０によるノートデータ（ページデータ）などを生
成するためのデータが入力されたか、あるいは表示処理部５０により表示されるユーザイ
ンタフェース画面に対する操作（ジェスチャ操作等）を示すデータが入力されたかを判別
する。
【００２５】
　データ生成部４０は、表示処理部５０がＬＣＤ１７Ａに表示する各種機能用のユーザイ
ンタフェース画面を通じて入力されるストロークデータをもとに、各種データを生成する
。データ生成部４０は、ノートデータ生成部４０Ａ、タイムラインデータ生成部４０Ｂ、
スクラップノートデータ生成部４０Ｃ、タグデータ生成部４０Ｄを含む。
【００２６】
　ノートデータ生成部４０Ａは、ノートビュー表示部５０Ｄ（後述する）により表示され
る画面（ノートビュー画面）を通じて入力されるストロークデータをもとに、ノートファ
イルに含まれるページ単位でページデータを作成する。ノートデータ生成部４０Ａは、複
数のノートファイルをノートデータ６０Ａとして記録デバイス１０６に記録する。また、
ノートデータ生成部４０Ａは、ページに関する各種情報、例えば作成日時、更新日時、ア
クセス日時、タグの有無（種類）、ファイルロック、テンプレート種類、用紙設定などの
情報を、それぞれのページと対応づけてノートデータ６０Ａとして記録する。
【００２７】
　タイムラインデータ生成部４０Ｂは、タイムラインノート表示部５０Ｆ（後述する）に
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より表示される画面（タイムラインノート画面）を通じて入力されるストロークデータを
もとに、ページデータと日時データとを対応づけたタイムラインデータ６０Ｂを生成して
、記録デバイス１０６に記録する。
【００２８】
　スクラップノートデータ生成部４０Ｃは、手書き入力プログラム２０２とは別のアプリ
ケーションプログラム２０３（例えばブラウザプログラム、画像編集プログラム、文書作
成プログラムなど）と連携し、スクラップノート表示部５０Ｇ（後述する）により表示さ
れる画面を通じて、アプリケーションプログラム２０３により表示される画面からユーザ
が指定する画面全体あるいは画面一部の画像を記録するスクラップノートデータ６０Ｃを
生成して、記録デバイス１０６に記録する。アプリケーションプログラム２０３により表
示される画面は、そのアプリケーションプログラム２０３の種別に応じたコンテンツであ
る。コンテンツは、タブレットコンピュータ１０のタッチスクリーンディスプレイ１７に
表示可能なものであれば良く、例えば、Ｗｅｂページ、画像、動画、文書、プレゼンテー
ション資料、新聞、雑誌等である。スクラップノートデータ６０ｃは、スクラップノート
表示部５０Ｇによるスクラップノート画面の表示に用いられ、スクラップノート画面を通
じてページデータにインポートすることができる。
【００２９】
　タグデータ生成部４０Ｄは、タグ処理画面表示部５０Ｎ（後述する）を通じて入力され
るストロークデータをもとに、タグデータ６０Ｄを生成して、記録デバイス１０６に記録
する。
【００３０】
　表示処理部５０は、各種機能に応じたユーザインタフェース画面をＬＣＤ１７Ａに表示
する。表示処理部５０は、ユーザインタフェース画面に対する操作、例えばオブジェクト
（ノートアイコン、ページ、ボタンアイコン、ガジェットアイコン等）の選択操作やペー
ジの編集操作などに応じた表示処理をする。表示処理部５０は、デスクトップ／ドロア表
示部５０Ａ、デスクトップノート表示部５０Ｂ、簡易ページ一覧表示部５０Ｃ、ノートビ
ュー表示部５０Ｄ、ノートプロパティ表示部５０Ｅ、タイムラインノート表示部５０Ｆ、
スクラップノート表示部５０Ｇ、検索画面表示部５０Ｈ、参照画面表示部５０Ｍ、タグ処
理画面表示部５０Ｎを含む。
【００３１】
　デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、手書き入力プログラム２０２による基本画面で
あるデスクトップ／ドロア画面を表示する。デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、デス
クトップ／ドロア画面において、ページを含むノートファイルに対応するノートアイコン
を表示する。デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、デスクトップ／ドロア画面に、作成
済みのノートファイルを表すノートアイコンを表示するためのストレージ領域と、ストレ
ージ領域から移動された作業中のノートファイルを表すノートアイコンを表示するための
テンポラリ領域とを設け、それぞれにノートアイコンを表示する（詳細については後述す
る）。ストレージ領域とテンポラリ領域には、それぞれ複数のノートアイコンを表示する
ことができる。デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、テンポラリ領域あるいはストレー
ジ領域に表示されたノートアイコンを指定する入力操作があった場合に、この入力操作に
応じてノートアイコンを選択し、このノートアイコンをノートファイルのページを操作可
能な形態（デスクトップノート画面）へ移行させる遷移画像を表示する。また、デスクト
ップ／ドロア表示部５０Ａは、ストレージ領域の表示範囲を拡大して、ノートアイコンを
グリッド状に配置したグリッド表示に切り替えることができる。
【００３２】
　デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップ／ドロア画面において選択したノー
トアイコンに対応するノートファイルについて、ページ編集をするためのデスクトップノ
ート画面を表示する。ページ編集には、例えば閲覧対象とするページへの表示切り替え（
ページ送り、ページ戻し）、ページ挿入（追加）、ページコピー／ペーストなどがある。
また、デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップノート画面に、他の機能に移行
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するための複数の機能アイコンや複数のボタンアイコンを表示する。機能アイコンには、
例えばノートデータ生成機能に移行するためのペンアイコン、タイムラインノート機能に
移行するためのカレンダーアイコン、スクラップノート機能に移行するためのスクラップ
ノートアイコン、タグ機能に移行するためのタグアイコンなどを含む。
【００３３】
　簡易ページ一覧表示部５０Ｃは、デスクトップ／ドロア画面のストレージ領域（グリッ
ド表示）に表示するノートアイコンが入力操作によって指定された場合に、この指定され
たノートアイコンに対応するノートファイルに含まれるページを一覧表示する簡易ページ
一覧画面を表示する。
【００３４】
　ノートビュー表示部５０Ｄは、ノートデータ生成機能の実行時に、ノートファイルに含
まれるページのデータを編集するためのノートビュー画面を表示する。ノートビュー表示
部５０Ｄは、例えば簡易ページ一覧画面中からのページ選択、デスクトップノート画面に
おけるページ選択や機能アイコン（ペンアイコン）やボタンアイコンの選択に応じて、ノ
ートビュー画面を表示する。ノートビュー画面では、ページ単位に、ペン１００を用いた
手書き入力操作に応じたストロークデータの他、他のアプリケーションプログラムにより
作成された画像データやテキストデータ、スクラップノート機能により作成されたスクラ
ップノートから選択したデータ等を入力する。ノートビュー表示部５０Ｄは、ノートビュ
ー画面において、ストロークデータを入力するための各種ツールを提供する。例えば、ペ
ン１００を用いた入力操作に応じて表示するストローク（軌跡）の太さや色、表示された
ストローク（軌跡）を消去する消しゴムの太さなどを設定する設定ツールを提供する。
【００３５】
　ノートプロパティ表示部５０Ｅは、デスクトップノート画面において、例えばボタンア
イコンの選択によりノートファイルのプロパティ表示が指示された場合に、ページ編集の
対象としているノートファイルについてのプロパティを表示するノートプロパティ画面を
表示する。
【００３６】
　タイムラインノート表示部５０Ｆは、デスクトップノート画面において、機能アイコン
（カレンダーアイコン）が選択された場合に、タイムラインデータ機能により日時データ
とページデータとを対応づけたタイムラインデータを生成するためのタイムラインデータ
画面を表示する。
【００３７】
　スクラップノート表示部５０Ｇは、連携するアプリケーションプログラム２０３が起動
された場合に、アプリケーションプログラム２０３が表示する画像をキャプチャした画面
を表示し（キャプチャモード）、スクラップノートデータ６０Ｃに追加する画面全体ある
いは画面一部の画像をユーザ操作に応じて選択（クリップ）する画面を表示する。スクラ
ップノートデータ６０Ｃに追加する画像には、ペン１００を用いた手書き入力操作によっ
て、手書き文字等（ストロークデータ系列）を追加することができる。また、スクラップ
ノート表示部５０Ｇ、デスクトップノート画面において、機能アイコン（スクラップノー
トアイコン）が選択された場合に、スクラップノートデータ６０Ｃをもとにスクラップノ
ート画面を表示する。スクラップノート表示部５０Ｇは、スクラップノートデータ６０Ｃ
に含まれる画像を一覧表示し、この一覧中から選択された画像をページに貼り付けること
ができる。
【００３８】
　検索画面表示部５０Ｈは、デスクトップ／ドロア画面、デスクトップノート画面、ノー
トビュー画面等において表示される検索アイコンが選択された場合に、検索機能によりノ
ートファイルあるいはページを検索するための検索画面を表示する。検索画面では、例え
ば、ペン１００を用いた手書きによって、検索キーとするストローク系列を入力すること
ができる。
【００３９】
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　参照画面表示部５０Ｍは、検索機能によって検索キー（ストローク系列）をもとに検索
されたページを表示する。参照画面表示部５０Ｍは、例えば検索キーに該当するストロー
ク系列を含むページをサムネイル一覧により表示し、またサムネイル一覧から指定された
ページを拡大表示することができる。また、参照画面表示部５０Ｍは、サムネイルあるい
はページの表示画面において、検索キーに該当するストローク系列部分を、ハイライト表
示するなどの他の部分とは異なる形態により表示する。また、参照画面表示部５０Ｍは、
ノートアイコンあるいはページの一覧表示において、ユーザに指定された属性データ（例
えば、作成日、更新日、検索キーとの類似度、最終閲覧日、表示回数など）に応じて、ノ
ートアイコンあるいはページをソートして一覧表示することができる（ソート機能）。ま
た、参照画面表示部５０Ｍは、ノートアイコンあるいはページの一覧表示において、ユー
ザが指定する条件に該当するノートアイコンあるいはページのみを特定して表示すること
ができる（フィルタ機能）。フィルタ機能では、例えばユーザが属性データ（例えば、ペ
ージに付加されたタグの種類など）を指定すると、属性データに該当するノートアイコン
あるいはページのみをノートデータ６０Ａから抽出して表示する。
【００４０】
　タグ処理画面表示部５０Ｎは、デスクトップノート画面において、機能アイコン（タグ
アイコン）が選択された場合に、ページ編集の対象としているページにタグを付加する画
面表示をする。例えば、タグ処理画面表示部５０Ｎは、デスクトップノート画面に表示さ
れたページの予め決められた位置にタグを表す画像（例えば長方形のページ表示とは異な
る色の画像）を付加する。また、タグ処理画面表示部５０Ｎは、メニュー中のタグアイコ
ンボタンが選択された場合に、複数の種類の異なるタグを一覧表示するタグメニューを表
示する。タグメニューには、例えば表示色の異なる複数のタグを表示する。タグ処理画面
表示部５０Ｎは、タグメニュー中から選択されたタグをページに付加し、ページに付加さ
れたタグを剥がす操作に応じて、タグをメニューに戻す画面を表示する。また、タグ処理
画面表示部５０Ｎは、メニュー中のタグに対して手書き入力された文字等を表すストロー
ク系列に応じて、タグにストローク（筆跡）を表示する。
【００４１】
　次に、本実施形態におけるタブレットコンピュータ１０の動作について説明する。まず
、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａによるデスクトップ／ドロア画面の表示処理につい
て説明する。　
　表示処理部５０は、手書き入力プログラム２０２が起動されると、デスクトップ／ドロ
ア表示部５０Ａによりデスクトップ／ドロア画面をＬＣＤ１７Ａに表示する。　
　図４は、実施形態のデスクトップ／ドロア画面のノートファイルが作成されていない初
期状態の表示例を示す図である。　
　デスクトップ／ドロア画面には、作成済みのノートファイルを表すノートアイコンを表
示するためのストレージ領域７１と、作業中のノートファイルを表すノートアイコンを表
示するためのテンポラリ領域７０が設けられている。また、デスクトップ／ドロア表示部
５０Ａは、デスクトップ／ドロア画面に応じた複数のボタンアイコン７２Ａ，７２Ｂ，７
２Ｃ，７２Ｄ，７２Ｅ（コンテキストボタン）をデスクトップ／ドロア画面の下部のシス
テムバー７２内に表示する。なお、各ボタンアイコン７２Ａ～７２Ｄに対応する機能につ
いては後述する。
【００４２】
　ストレージ領域７１には、ノートデータ生成機能によって生成されたページを含むノー
トファイルのノートアイコンが表示される。図４に示す例では、４つのノートアイコンを
表示するノートアイコン領域７８１，７８２，７８３，７８４が設けられている。ストレ
ージ領域７１は、所定の操作により表示範囲を拡張して、４つ以上のノートアイコンを表
示することができる。
【００４３】
　テンポラリ領域７０には、５つのノートアイコンを表示する第１領域７５１、第２領域
７５２、第３領域７５３、第４領域７５４、及び第５領域７５５が設けられている。中央
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に配置された第１領域７５１は、予めノートファイルの編集場所として決められた位置を
表している。第１領域７５１は、ストレージ領域７１あるいはテンポラリ領域７０から選
択された編集対象とするノートアイコンの移動先となる。第１領域７５１に移動されたノ
ートアイコンは、ノートファイルのページを操作可能な形態へ移行される。
【００４４】
　他の４つの第２領域７５２～第５領域７５５には、ストレージ領域７１から指定された
ノートアイコンを移動させることができる。ストレージ領域７１では、表示画面の正方向
に合わせて、ノートアイコンをグリッド状に整列して表示するのに対し、テンポラリ領域
７０では、４つの第２領域７５２～第５領域７５５を表示画面の正方向に対して傾いた状
態でノートアイコンを表示する。すなわち、テンポラリ領域７０では、ノートアイコンは
、作業中であることをユーザが直感的に認識できるように、乱雑な印象を与える配置にし
ている。
【００４５】
　また、テンポラリ領域７０の第１領域７５１の周辺には、複数の機能アイコン、例えば
ペンアイコン７７１、カレンダーアイコン７７２、スクラップノートアイコン７７３、タ
グアイコン７７４が表示されている。
【００４６】
　ペンアイコン７７１は、ノートデータ生成機能への移行を指示するためのもので、ノー
トデータ生成機能を利用して手書き入力することを直感的に認識できるようにペン形状に
より表示される。
【００４７】
　カレンダーアイコン７７２は、タイムラインノート機能への移行を指示するためのもの
で、アイコン中に年月日曜日を表す文字が表示される。
【００４８】
　スクラップノートアイコン７７３は、スクラップノート機能への移行を指示するための
もので、スクラップノート機能によりスクラップノートデータ６０Ｃに追加された画像等
がサムネイルにより表示される。
【００４９】
　タグアイコン７７４は、タグ機能の実行を指示するためのもので、タグを表すように長
方形により表示される。図４に示す例では、タグアイコン７７４は、２枚のそれぞれ異な
る色のタグが含まれる。
【００５０】
　なお、デスクトップ／ドロア画面では、第１領域７５１の周囲に配置された機能アイコ
ンを利用できないものとする。デスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面に
移行する場合、デスクトップ／ドロア画面中の第１領域７５１と第１領域７５１の周囲に
配置された機能アイコンを含む範囲が拡大されてデスクトップノート画面として表示され
る。機能アイコンは、デスクトップノート画面において、拡大表示された状態において利
用できる。
【００５１】
　図５及び図６は、デスクトップ／ドロア画面において表示されるノートアイコンの表示
形態を説明するための図である。　
　実施形態では、実物のノート（クリアファイル）に書類（ページ）を綴じた状態を図形
化したノートアイコンを用いる。図５は、ノート８０を開いて、バインドするページ９０
を露出させた状態を示している。図６は、ノート８０の表シート８２を閉じた状態を示し
ている。図６は、ノート８０の表シート８２が透明であるため、バインドした先頭ページ
の記載内容（手書き入力された筆跡など）が透けて見えていることを表している。表シー
ト８２の表面上端部８１には、ノート８０にバインドした書類（ページ）を識別するため
の識別情報（書類名など）が記載されている。
【００５２】
　図６に示すノートを図形化したノートアイコンには、バインドしたページの内容が表示
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されるため、ユーザは、容易にノートアイコンに対応するノートファイルの内容を容易に
識別することができる。また、ノートアイコンに対して、ユーザが手書き入力によって識
別情報を入力できるようにすることで、図６に示す表シート８２の表面上端部８１に記載
した識別情報と同様にして、ノートアイコンに識別情報を表示することができる。これに
より、ページの内容だけでなく、識別情報によってノートアイコンに対応するノートファ
イルの内容を識別することができる。なお、以下に示す図面には、ノートアイコンにおけ
る識別情報を省略して示す。
【００５３】
　次に、実施形態のデスクトップ／ドロア画面におけるノートアイコンの配置操作の一例
について説明する。　
　図７は、複数のノートアイコンがテンポラリ領域７０とストレージ領域７１に配置され
たデスクトップ／ドロア画面の一例を示している。デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは
、ノートデータ生成機能によりノートデータ６０Ａが記録された場合、ノートデータ６０
Ａをもとにノートアイコンをストレージ領域７１に表示する。
【００５４】
　図７では、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ストレージ領域７１に４つのノート
アイコン８０Ａ～８０Ｄを表示している。また、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、
テンポラリ領域７０の第１領域７５１にノートアイコン８０１、第２領域７５２にノート
アイコン８０２、第５領域７５５にノートアイコン８０５を表示している。
【００５５】
　デスクトップ／ドロア画面では、ペン１００あるいは指によるタッチ操作によりノート
アイコンの表示位置を移動させることができる。例えば、ノートアイコンが長押し（タッ
チした状態のまま所定の時間以上が経過）されると、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａ
は、ノートアイコンをドラッグ操作が可能な状態にする。例えば、図７に示すストレージ
領域７１に表示されたノートアイコン８０Ａが長押しされ、テンポラリ領域７０の第４領
域７５４までドラッグされた後、ドロップされると（タッチ終了）、デスクトップ／ドロ
ア表示部５０Ａは、テンポラリ領域７０の第４領域７５４にノートアイコン８０Ａを表示
する。
【００５６】
　また、テンポラリ領域７０の第２領域７５２に配置されているノートアイコン８０２が
同様に第３領域７５３にドラッグされると、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノー
トアイコン８０２を第３領域７５３の位置に移動させる。また、既にノートアイコン８０
Ｄが表示されている第５領域７５５にノートアイコン８０Ｄがドラッグされると、デスク
トップ／ドロア表示部５０Ａは、図８に示すように、ノートアイコン８０Ｄを第５領域７
５５に表示すると共に、第５領域７５５に表示していたノートアイコン８０５をノートア
イコン領域７８４に表示する。すなわち、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノート
アイコン８０５とノートアイコン８０Ｄの表示位置を入れ替える。
【００５７】
　このようにして、テンポラリ領域７０には、ストレージ領域７１から任意のノートアイ
コンをドラッグ操作により配置することができ、またテンポラリ領域７０内においても任
意の位置にノートアイコンを配置することができる。これにより、例えば頻繁に使用する
ノートアイコン（ノートファイル）を操作が容易な位置に配置するなど、ノートアイコン
をユーザの好みに合わせて配置できる。
【００５８】
　図９は、テンポラリ領域７０の５つの領域７５１，７５２，７５３，７５４，７５５に
、ノートアイコン８０１，８０２，８０３，８０４，８０５をそれぞれ配置した例を示し
ている。
　なお、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、例えばテンポラリ領域７０に表示した日
時が新しい順番に４つのノートアイコン８０Ａ，８０Ｂ，８０Ｃ，８０Ｄをストレージ領
域７１に表示する。なお、ページ編集の対象とした日時が新しい順番としても良い。また
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、ページ編集の対象とした回数が多い順に配置するようにしても良い。
【００５９】
　次に、図１０に示すフローチャートを参照して、デスクトップ／ドロア画面に対する入
力操作に応じた表示処理について説明する。　
　デスクトップ／ドロア画面に対して、ユーザは、ペン１００あるいは指等を用いたジェ
スチャ操作をすることで、他の機能への移行や画面切り替え等を指示することができる。
ジェスチャ操作には、例えばタップ操作、ピンチアウト／ピンチイン操作、スワイプ操作
、フリック操作、ドラッグ操作などがある。
【００６０】
　入力判別部３０は、デスクトップ／ドロア画面が表示されたタッチスクリーンディスプ
レイ１７に対して入力操作があると（ステップＡ１、Ｙｅｓ）、この入力操作に応じた表
示処理を表示処理部５０に実行させる。
【００６１】
　例えば、ストレージ領域７１とテンポラリ領域７０との境界線近傍において、例えば縦
方向のピンチアウト操作あるいは境界線を上方向に移動させるドラッグ操作により、スト
レージ領域７１の拡張を指示する入力操作があると（ステップＡ６、Ｙｅｓ）、デスクト
ップ／ドロア表示部５０Ａは、ストレージ領域７１の表示範囲を拡張してノートアイコン
を一覧表示するノートアイコン一覧画面（ドロア画面）を表示する（ステップＡ７）。
【００６２】
　図１１は、ノートアイコン一覧画面（ドロア画面）の表示例を示している。図１１に示
すように、ノートアイコン一覧画面では、テンポラリ領域７０Ａを縮小し、ストレージ領
域７１Ａを拡張している。ストレージ領域７１Ａでは、グリッド状にノートアイコンを整
列させて表示する。なお、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートアイコン一覧画
面（ドロア画面）に応じた複数のボタンアイコン７２Ｄ、７２Ｆ，７２Ｇ，７２Ｈ（コン
テキストボタン）を表示する。
【００６３】
　ドロア画面においてテンポラリ領域７０Ａがスワイプされた場合、あるいはストレージ
領域７１Ａにおいてピンチイン操作がされた場合には、デスクトップ／ドロア表示部５０
Ａは、ストレージ領域７１Ａを縮小し、テンポラリ領域７０Ａを拡張することで、図９に
示す元のデスクトップ／ドロア画面に表示を戻す。
【００６４】
　デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ストレージ領域７１Ａにおいて、例えば縦方向
のスワイプ操作がされると、上下方向にドロア画面をスクロールさせて、１画面中に表示
できない他のノートアイコンを表示させる。なお、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは
、図９に示すストレージ領域７１において、例えば左右方向にスワイプ操作あるいはフリ
ック操作がされると、ストレージ領域７１内の画面をスクロールさせて、他のノートアイ
コンの表示に変更する。
【００６５】
　図１３に示すノートアイコン一覧画面（ドロア画面）において、ノートアイコンがタッ
プ操作などにより指定されると（ステップＡ８、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示部
５０Ａは、簡易ページ一覧表示部５０Ｃにより簡易ページ一覧表示処理を実行させる。簡
易ページ一覧表示部５０Ｃは、ノートアイコン一覧画面から指定されたノートアイコンに
対応するノートファイルに含まれるページを展開した画面（簡易ページ一覧表示画面）を
表示する（ステップＡ９）。
【００６６】
　図１２は、簡易ページ一覧表示画面の一例を示す図である。図１２に示すように、簡易
ページ一覧表示画面では、例えばノートファイルの先頭ページ（ページの外形を矩形とす
る）を中央に表示する。さらにノートファイルに複数のページが含まれている場合には、
それぞれのページを一部が重複しないように配置をずらして表示する。複数のページを展
開して表示することにより、ノートファイルのページ構成の概略を容易に把握することが
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できる。なお、全てのページを展開するのではなく、予め決めた上限のページ数（例えば
５ページ）を越えたページについては展開しないものとする。
【００６７】
　簡易ページ一覧表示画面では、簡易なページ編集機能を実行可能とする。例えば、簡易
ページ一覧表示部５０Ｃは、簡易ページ一覧表示画面にページ編集に関係する複数のボタ
ンアイコンを表示する。簡易なページ編集機能では、例えば表示されたページに対する操
作（図２２参照）に応じたページの表示切り替え（ページ送り、ページ戻し）の他、ボタ
ンアイコンの操作に応じたページ削除、ページ情報の表示、ノートビュー画面（ノートデ
ータ生成機能）への移行、ページ挿入（追加）、ページコピー／ペーストなどを実行する
ことができる。
【００６８】
　また、表示切り替えにより表示されたページがタップされると（ステップＡ１０、Ｙｅ
ｓ）、簡易ページ一覧表示部５０Ｃは、ノートに対して手書き入力が可能なノートビュー
画面（ノートデータ生成機能）へ移行させる。ノートビュー画面（ノートデータ生成機能
）の詳細については後述する（ステップＡ１１）。
【００６９】
　また、簡易ページ一覧表示画面のページ以外の範囲でタップされると（ステップＡ１２
、Ｙｅｓ）、簡易ページ一覧表示部５０Ｃは、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａによる
ノートアイコン一覧画面（ドロア画面）に移行させる（ステップＡ７）。
【００７０】
　また、ノートアイコン一覧画面（ドロア画面）では、ノートアイコンをドラッグして、
テンポラリ領域７０に移動させることができる。ストレージ領域７１Ａに表示されたノー
トアイコンが長押しされると、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートアイコンを
ドラッグ操作が可能な状態にし、ドラッグ操作に応じてノートアイコンの表示位置を変更
する（ステップＡ１３，Ａ１４）。
【００７１】
　図１３は、ストレージ領域７１Ａに表示されたノートアイコン８０Ｊがドラッグされて
いる画面の一例を示す。　
　ノートアイコン８０Ｊがテンポラリ領域７０Ａまでドラッグされると（ステップＡ１５
、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートアイコン８０Ｊの表示位置を
そのままにして、デスクトップ／ドロア画面に表示を切り替え（ステップＡ１６）る。
【００７２】
　図１４は、ノートアイコン８０Ｊのドラッグに応じて表示されたデスクトップ／ドロア
画面の一例を示す図である。　
　ノートアイコン８０Ｊがテンポラリ領域７０の何れかの領域７５１～７５５までドラッ
グされた後、ドロップされると（ステップＡ１７、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示
部５０Ａは、ドラッグ先の領域にノートアイコン８０Ｊを表示する（ステップＡ１８）。
なお、ストレージ領域７１のノートアイコン領域７８１～７８４の何れかにドラッグされ
た場合、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ドラッグ先の何れかのノートアイコン領
域にノートアイコン８０Ｊを表示する。
【００７３】
　なお、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、図４及び図９に示すように、デスクトッ
プ／ドロア画面にボタンアイコン７２Ａ，７２Ｂ，７２Ｃ，７２Ｄ，７２Ｅを表示し、図
１１に示すように、ノートアイコン一覧画面（ドロア画面）にボタンアイコン７２Ｄ、７
２Ｆ，７２Ｇ，７２Ｈを表示する。デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ボタンアイコ
ン７２Ａ，７２Ｂ，７２Ｃ，７２Ｄ，７２Ｅ，７２Ｆ，７２Ｇ，７２Ｈを選択する操作、
例えばボタンアイコンをタップする操作があった場合（ステップＡ１９、Ｙｅｓ）、選択
されたボタンアイコンに応じて処理を実行する（ステップＡ２０）。
【００７４】
　例えば、ボタンアイコン７２Ａは、デスクトップノート画面への移行、ボタンアイコン
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７２Ｂは、ノートアイコン一覧画面（ドロア画面）への移行、ボタンアイコン７２Ｃは、
ストレージ領域７１への新規のノートアイコンの追加、ボタンアイコン７２Ｄは、ノート
ファイル（ページ）の検索機能の実行、ボタンアイコン７２Ｅは、手書き入力プログラム
２０２の各種機能について設定をするための設定画面への移行を、それぞれ指示するため
に用いられるボタンアイコンである。また、ボタンアイコン７２Ｆは、デスクトップ／ド
ロア画面への移行、ボタンアイコン７２Ｇは、ストレージ領域７１Ａ，７１に表示される
ノートアイコンをソートするソート機能の実行、ボタンアイコン７２Ｈは、ストレージ領
域７１Ａ，７１に表示されるノートアイコンを、条件に該当するノートアイコンのみに特
定するフィルタ機能の実行を、それぞれ指示するために用いられる。
【００７５】
　なお、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、前述した機能以外に対応するボタンアイ
コンを表示するようにしても良い。また、１画面中に全てのボタンアイコンを表示できな
い場合には、ボタンアイコンの表示をスクロールして、ボタンアイコンの種類を変更する
ようにしても良い。
【００７６】
　次に、デスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面への移行について説明す
る。　
　図９に示すデスクトップ／ドロア画面において、ノートアイコンがタップ操作により選
択された場合（ステップＡ２、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、選択さ
れたノートアイコンに対応するノートファイルについて、ページ編集をするためのデスク
トップノート画面へ移行させる。
【００７７】
　デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、テンポラリ領域７０の中央に配置された第１領
域７５１のノートアイコン８０１以外のノートアイコンがタップにより選択されると（ス
テップＡ３、Ｎｏ）、この選択されたノートアイコンをノートファイルのページを操作可
能な形態（デスクトップノート画面）へ移行させる遷移画像（アニメーションを含む）を
表示する（ステップＡ４）。
【００７８】
　図１５は、実施形態のデスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面への移行
表示を示すフローチャートである。図１６（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）及び図１７（Ａ）（Ｂ）（
Ｃ）は、デスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート画面へ移行する際の遷移画像
の一例を示している。遷移画像とは、デスクトップ／ドロア画面からデスクトップノート
画面へ遷移する間、またはデスクトップノートが面からデスクトップ／ドロア画面へ遷移
する間に表示される画像であればどのようなものであっても良い。デスクトップ／ドロア
画面では、ノートアイコンの表示形態は少なくとも一つ以上のノートアイコンを選択可能
な形態である。デスクトップノート画面では、ノートアイコンの表示形態は対応するノー
TOPファイルのページを操作可能な形態である。
【００７９】
　まず、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、タップ操作により選択されたノートアイ
コンの表示形態を変更する（ステップＢ１）。例えば、図１６（Ａ）のアイコン８０Ａが
選択されると、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートアイコン８０Ａを同じ位置
で僅かに拡大する。その後、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、図１７（Ｂ）、図１
７（Ｃ）に示すように、ノートアイコン８０Ａを第１領域７５１の方向に移動させる。ま
た、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートアイコン８０Ａの移動に伴って、ノー
トアイコン８０Ａを含む、ノートアイコン８０Ａの周辺のデスクトップ／ドロア画面を拡
大表示する（ステップＢ２）。すなわち、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノート
アイコン８０Ａを第１領域７５１（センター方向）に移動させながら、第１領域７５１の
周辺を拡大表示する遷移画像（アニメーション）を表示する。
【００８０】
　図１７（Ａ）に示すように、ノートアイコン８０Ａが第１領域７５１（センター位置）
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まで移動されると（ステップＢ３、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、図
６に示すノート８０の表シート８２を開く様子を表すように、図１７（Ｂ）に示すように
、ノートアイコンの表示形態を変化させる遷移画像を表示する（ステップＢ４）。すなわ
ち、ノートファイルを編集可能な状態にするために、ノートファイル（クリアフォルダ）
を開いていることをユーザが認識できる遷移画像を表示する。
【００８１】
　デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートファイルをオープンする表示が完了する
と、デスクトップノート表示部５０Ｂによりノートファイルに含まれるページを展開する
遷移画面を表示させる（ステップＢ５）。例えば、デスクトップノート表示部５０Ｂは、
ノートファイルの先頭ページ（ページの外形を矩形とする）を中央に表示する。さらに、
ノートファイルに複数のページが含まれている場合には、それぞれのページを一部が重複
しないように配置をずらして表示する。複数のページを展開して表示することにより、ノ
ートファイルのページ構成の概略を容易に把握することができる。なお、全てのページを
展開するのではなく、予め決めた上限のページ数（例えば５ページ）を越えたページにつ
いては展開しないものとする。図１７（Ｃ）は、ノートファイルに含まれる複数のページ
が展開された状態を示している。こうして、デスクトップ／ドロア画面からデスクトップ
ノート画面への移行が完了する。
【００８２】
　このようして、デスクトップ／ドロア画面においてノートアイコンがタッチ操作（タッ
プ）により選択されると、ノートアイコンをノートファイルに含まれるページを展開した
画面に遷移させる遷移画像（アニメーション）を表示する。従って、ユーザは、直感的に
、ノートファイル内のページを操作可能な状態に移行したことを認識することができる。
【００８３】
　なお、図９に示す第１領域７５１に配置されたノートアイコン８０１が選択（タップ）
された場合（ステップＡ３、Ｙｅｓ）、デスクトップ／ドロア表示部５０Ａは、ノートア
イコンを第１領域７５１の方向に移動させる必要が無いため、センター（第１領域７５１
）に配置されたノートアイコン用の遷移画像を表示する（ステップＡ５）。すなわち、デ
スクトップ／ドロア表示部５０Ａは、デスクトップ／ドロア画面中の第１領域７５１に配
置されたノートアイコン８０１と、ノートアイコン８０１の周囲を拡大表示する遷移画像
を表示し、図１７（Ａ）に示す表示画面に遷移させた後、図１７（Ｂ）、図１７（Ｃ）の
ように画像を遷移させて、デスクトップノート画面に移行させる。
【００８４】
　次に、図１８に示すフローチャートを参照しながら、デスクトップノート画面に対する
入力操作に応じた表示処理について説明する。図１９は、デスクトップノート画面の表示
例を示している。
【００８５】
　デスクトップノート画面に対して、ユーザは、ペン１００あるいは指等を用いたジェス
チャ操作をすることで、他の機能への移行や画面切り替え等を指示することができる。ジ
ェスチャ操作には、例えばタップ操作、ピンチアウト／ピンチイン操作、スワイプ操作、
フリック操作、ドラッグ操作などがある。
【００８６】
　デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップノート画面の移行時に、常に先頭ペ
ージを表示するだけでなく、前回のデスクトップノート画面において最後に表示したペー
ジを表示するようにしても良い。図１９に示すデスクトップノート画面では、デスクトッ
プノート表示部５０Ｂは、例えばページファイルに含まれるページ９０１を表示すると共
に、ページ９０１から配置をずらして複数のページ９０２，９０３，９０４，９０５を表
示する。また、ページ９０１の右側には、ページ送りしたページ９０Ｂを表示する。また
、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ノートファイル（第１領域７５１）の周辺には、
例えばペンアイコン７７１、カレンダーアイコン７７２、スクラップノートアイコン７７
３、タグアイコン７７４を表示する。
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【００８７】
　デスクトップノート画面中の何も表示されていない領域（デスクトップ）がタップされ
た場合（ステップＣ３、Ｙｅｓ）、デスクトップノート表示部５０Ｂは、図１９に示すよ
うな、複数のボタンアイコン７４Ａ，７４Ｂ，７４Ｃ，７４Ｄ，７４Ｅ，７４Ｆ，７４Ｇ
を表示する（ステップＣ４）。
【００８８】
　デスクトップノート表示部５０Ｂは、ボタンアイコン７４Ａ，７４Ｂ，７４Ｃ，７４Ｄ
，７４Ｅ，７４Ｆ，７４Ｇを選択する操作、例えばボタンアイコンをタップする操作があ
った場合（ステップＣ１３、Ｙｅｓ）、選択されたボタンアイコンに応じて処理を実行す
る（ステップＣ１４）。
【００８９】
　例えば、ボタンアイコン７４Ａは、デスクトップ／ドロア画面への移行、ボタンアイコ
ン７４Ｂは、ページ一覧画面（グリッド表示画面）への移行、ボタンアイコン７４Ｃは、
デスクトップノート画面に表示されているページの削除、ボタンアイコン７４Ｄは、ペー
ジ情報の表示、ページアイコン７４Ｅは、ノートビュー画面（ノートデータ生成機能）へ
の移行、ボタンアイコン７４Ｆは、ページの追加、ボタンアイコン７４Ｇは、ページコピ
ーの実行を、それぞれ指示するために用いられる。
【００９０】
　また、１画面中に全てのボタンアイコンを表示できない場合には、ボタンアイコンの表
示をスクロールして、ボタンアイコンの種類を変更するようにしても良い。例えば、図１
９に示すボタンアイコンの他には、タグ機能に移行するためのボタンアイコンがある。
【００９１】
　図２０は、ボタンアイコン７４Ｂのタップに応じて表示するページ一覧画面（グリッド
表示画面）の一例を示す図である。デスクトップノート表示部５０Ｂは、ノートファイル
に含まれる全てのページをグリッド状に整列して表示する。デスクトップノート表示部５
０Ｂは、１画面中に全てのページを表示できない場合、ページ一覧画面において、例えば
縦方向のスワイプ操作がされると、上下方向にページ一覧画面をスクロールさせて、１画
面中に表示できない他のページを表示させる。
【００９２】
　なお、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ページ一覧画面に応じた複数のボタンアイ
コン７４Ｈ，７４Ｋ，７４Ｍ，７４Ｎ（コンテキストボタン）を表示する。
【００９３】
　また、ボタンアイコン７４Ｈは、デスクトップノート画面への移行（グリッド表示解除
）、ボタンアイコン７４Ｋは、ページ一覧画面に表示されるページをソートするソート機
能の実行、ボタンアイコン７４Ｍは、ページ一覧画面に表示されるページを、条件に該当
するノートアイコンのみに特定するフィルタ機能の実行、ボタンアイコン７４Ｎは、ペー
ジに対する検索機能の実行を、それぞれ指示するために用いられる。なお、ページ一覧画
面においてピンチイン操作がされた場合には、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ボタ
ンアイコン７４Ｈがタップされた場合と同様にして、グリッド表示を解除して、デスクト
ップノート画面へ戻る。
【００９４】
　図２１は、ボタンアイコン７４Ｄのタップに応じて表示するページ情報の表示画面（プ
ロパティ画面）の一例を示す図である。ノートプロパティ表示部５０Ｅは、デスクトップ
ノート画面のトップに表示しているページのページ情報をノートデータ６０Ａから検索し
て、ページサムネイルと共に表示する。ページ情報には、図２１に示すように、例えば作
成日時、更新日時、アクセス日時、タグの有無（種類）、ファイルロック、テンプレート
種類、用紙設定などがある。
【００９５】
　また、デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップノート画面において、ページ
に対する入力操作（ページ操作）があった場合（ステップＣ１、Ｙｅｓ）、ページ操作に
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応じてページ表示を変更する（ステップＣ２）。デスクトップノート表示部５０Ｂは、ペ
ージ表示を変更する場合、ページの動きを遷移画像（アニメーション）によって表示する
ものとする。
【００９６】
　図２２は、ページ操作の一例を示す図である。　
　例えば、中央に表示されるページ９０１に対して左から右方向へのスワイプ操作（ある
いはフリック操作）９２Ａがあった場合、あるいはページ９０１からページ９０Ｂへのス
ワイプ操作（あるいはフリック操作）９２Ｂがあった場合、デスクトップノート表示部５
０Ｂは、ページ９０１をページ送りして、ページ９０Ｂの位置に移動させると共に、ペー
ジ９０２を新たに中央に表示し、その他のページ９０３～９０５をそれぞれ中央方向に移
動させた位置に変更する。このページ操作により、１ページ毎にページを先に送る（ペー
ジをめくる）ことができる。
【００９７】
　中央に表示されるページ９０１に対して右から左方向へのスワイプ操作（あるいはフリ
ック操作）９３Ａがあった場合、あるいはページ９０Ｂからページ９０１へのスワイプ操
作（あるいはフリック操作）９３Ｂがあった場合、デスクトップノート表示部５０Ｂは、
ページ９０Ｂに先送りしたページを中央位置に移動させると共に、その他のページを後方
に移動させた位置に変更する。このページ操作により、１ページ毎にページを戻すことが
できる。
【００９８】
　中央のページ９０１より左側の領域において、上から下方向へのスワイプ操作（あるい
はフリック操作）９４があった場合、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ノートファイ
ルに含まれる最後のページが中央に表示されるまで、その他の全てのページを１ページ毎
に先に送る。これにより、ノートファイルに多数のページが含まれていても、簡単に最後
のページを表示させることができる。
【００９９】
　中央のページ９０１より左側の領域において、下から上方向へのスワイプ操作（あるい
はフリック操作）９５があった場合、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ノートファイ
ルに含まれる先頭のページが中央に表示されるまで、先に送った全てのページを１ページ
毎に戻す。これにより、多数のページを先に送っていても、簡単に最初のページを表示さ
せることができる。
【０１００】
　なお、図２２では、スワイプ操作９４，９５の方向を縦方向としているが、斜め方向で
あっても良い。また、スワイプ操作９４，９５によって最後のページあるいは先頭のペー
ジまでページ送り／戻しをしているが、スワイプ操作がされた画面上の距離に応じて、ペ
ージ送り／戻しするページの枚数を変化させても良い。また、フリック操作がされた場合
には、操作の強さに応じてページ送り／戻しするページの枚数を変化させても良い。
【０１０１】
　中央のページ９０１の左側の上部領域８１Ａにおいて、タップ操作９６があった場合、
デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップノート画面からデスクトップ／ドロア
画面に移行させる。すなわち、デスクトップノート表示部５０Ｂは、図１６（Ａ）（Ｂ）
（Ｃ）、図１７（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）を用いて説明した遷移画像を、逆の方向で遷移させる
。これにより、ユーザは、直感的に、ノートファイルに対するページの操作が終了された
ことを認識できる。
【０１０２】
　中央のページ９０１に対してピンチアウト操作９８がされた場合、デスクトップノート
表示部５０Ｂは、図２０に示すページ一覧画面（グリッド表示画面）に移行し、ノートフ
ァイルに含まれる全てのページをグリッド状に整列して表示する。従って、ピンチイン操
作とピンチアウト操作により、図１９に示すデスクトップノート画面とページ一覧画面（
グリッド表示画面）とを簡単に切り替えることができる。
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【０１０３】
　中央のページ９０１に対してタップ操作９７がされた場合（ステップＣ５、Ｙｅｓ）、
デスクトップノート表示部５０Ｂは、デスクトップノート表示部５０Ｂによりノートビュ
ー画面（ノートデータ生成機能）を表示させる（ステップＣ６）。なお、ページアイコン
７４Ｅへのタップ操作がされた場合も、デスクトップノート表示部５０Ｂは、ノートビュ
ー画面への移行させる（ステップＣ６）。
【０１０４】
　図２３は、ノートビュー画面の一例を示す図である。ノートビュー画面は、ペン１００
を用いた手書き入力操作によって、手書き文書（ページ）を作成あるいは編集するための
画面である。　
　デスクトップノート画面の中央に表示されたページ９０１に、既に手書きによって入力
されたストロークデータが含まれている場合、ノートビュー表示部５０Ｄは、初期のノー
トビュー画面において、入力済みのストロークデータをもとにページを表示する。なお、
図２３は、新規のページを作成するノートビュー画面の一例を示している。
【０１０５】
　ノートビュー表示部５０Ｄは、ノートビュー画面（ペン入力モード）において、ストロ
ークデータを入力するための各種ツールを提供する。例えば、図２３に示すノートビュー
画面では、画面上部に黒ペンボタン５０１、赤ペンボタン５０２、マーカーボタン５０３
、選択ボタン５０４、消しゴムボタン５０５が表示されている。
【０１０６】
　例えば、黒ペンボタン５０１が選択（タップ）され、ペン１００を用いて手書き入力さ
れると、ノートビュー表示部５０Ｄは、ペン１００の動きに合わせて黒色のストローク（
軌跡）をノーＢ画面に表示する。また、ノートデータ生成部４０Ａは、ノートビュー画面
を通じて入力されるストロークデータをもとに、ページデータを生成する。
【０１０７】
　また、選択ボタン５０４が選択された場合、ノートビュー表示部５０Ｄは、ペン１００
または指を用いたドラッグ操作に応じてノートビュー画面中で範囲選択する。例えば、矩
形枠を示す左上頂点から右下頂点の位置までドラッグされると、ドラッグ操作により指定
されたサイズの矩形枠により範囲選択する。範囲選択した領域に含まれるストロークは、
ピンチ操作による拡大縮小、ドラッグ操作による移動、削除ボタンへのドラッグによる削
除などが可能である。
【０１０８】
　図２３に示すノートビュー画面において、ボタン以外で指を用いてタップ操作がされる
と、ノートビュー表示部５０Ｄは、メニュー表示モードのノートビュー画面を表示する。
【０１０９】
　図２４は、メニュー表示モードのノートビュー画面の一例を示している。ノートビュー
表示部５０Ｄは、ノートビュー画面の上部に表示する複数ボタンを、図２３に示すような
、ペン型の複数のアイコンから構成されるペンメニューに遷移させると共に、ノートビュ
ー画面の下部にページ状態に関連した複数のボタンアイコンを表示する。ボタンアイコン
は、横方向のフリック操作に応じて、他のボタンアイコンに切り替えることができる。
【０１１０】
　なお、メニュー表示モードのノートビュー画面においてボタン以外で指を用いてタップ
操作がされると、ノートビュー表示部５０Ｄは、ペン入力モードのノートビュー画面に戻
す。
【０１１１】
　ノートデータ生成部４０Ａは、各種のツールを用いてノートビュー画面を通じて入力さ
れるストロークデータをもとに、ページ単位でページデータを作成する。
【０１１２】
　なお、ノートビュー画面において、例えば左右方向のフリック操作がされた場合、ノー
トビュー表示部５０Ｄは、ノートファイルに含まれる前後のページに編集対象を切り替え
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る。また、ノートビュー画面表示の終了（戻る）を指示する操作があった場合、表示処理
部５０は、デスクトップノート表示部５０Ｂによるデスクトップノート画面へ移行させる
。
【０１１３】
　次に、デスクトップノート画面のカレンダーアイコン７７２がタップされた場合（ステ
ップＣ７、Ｙｅｓ）、デスクトップノート表示部５０Ｂは、タイムラインノート表示部５
０Ｆによりタイムラインノート画面に移行させる（ステップＣ７）。
【０１１４】
　図２５は、タイムラインノート画面の一例を示す図である。　
　タイムラインノート画面は、ページデータと日時データとを対応づけたタイムラインデ
ータ６０Ｂを生成するための画面である。図２５に示すタイムラインノート画面では、カ
レンダーアイコン７７２と同じ年月日を示すアイコン５２０を表示する。タイムラインノ
ート画面では、ノートファイルに含まれる通常のページと同様にして、ペン１００を用い
た手書き入力操作によって、ストロークデータ５２１を入力することができる。タイムラ
インデータ生成部４０Ｂは、タイムラインノート画面を通じて入力されるストロークデー
タをもとに、ページデータと日時データとを対応づけたタイムラインデータ６０Ｂを生成
して、記録デバイス１０６に記録する。
【０１１５】
　次に、デスクトップノート画面のスクラップノートアイコン７７３がタップされた場合
（ステップＣ９、Ｙｅｓ）、デスクトップノート表示部５０Ｂは、スクラップノート表示
部５０Ｇによりスクラップノート画面に移行させる（ステップＣ１０）。
【０１１６】
　図２６（Ａ）（Ｂ）は、スクラップノート画面の一例を示す図である。スクラップノー
ト表示部５０Ｇは、記録デバイス１０６に記録されたスクラップノートデータ６０Ｃをも
とに、スクラップノート画面を表示する。
【０１１７】
　スクラップノートデータ生成部４０Ｃは、手書き入力プログラム２０２とは別のアプリ
ケーションプログラム２０３（例えばブラウザプログラム、画像編集プログラム、文書作
成プログラムなど）と連携し、アプリケーションプログラム２０３により表示される画面
全体あるいは画面一部をクリップして、スクラップノートデータ６０Ｃを生成する。
【０１１８】
　スクラップノート画面では、アプリケーションプログラム２０３により表示される画面
からクリップした画像をサムネイル化し、ページの形状に合わせて配置して表示する。
【０１１９】
　スクラップノート表示部５０Ｇ（後述する）により表示される画面を通じて、アプリケ
ーションプログラム２０３により表示される画面からユーザが指定する画面全体あるいは
画面一部を記録するスクラップノートデータ６０Ｃを生成して、記録デバイス１０６に記
録する。スクラップノートデータ６０Ｃは、スクラップノート表示部５０Ｇによるスクラ
ップノート画面の表示に用いられ、スクラップノート画面を通じてページデータにインポ
ートすることができる。
【０１２０】
　また、スクラップノートデータ生成部４０ｃは、クリップした画像に対する手書き入力
を受け付け、ペン１００を用いて手書き入力されたストロークデータを画像に付加するこ
とができる。
【０１２１】
　スクラップノート表示部５０Ｇは、スクラップノート画面中の何れかのサムネイルがタ
ップされた場合、サムネイルを拡大表示（原寸表示）する。例えば、図２６（Ａ）に示す
サムネイル５３０がタップ操作５３１されると、スクラップノート表示部５０ｇは、図２
６（Ｂ）に示すように、サムネイル５３０に対応する元の画像５３２を原寸表示する。ユ
ーザは、原寸表示された画像５３２において、クリップした画像の内容と、画像に対して
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手書き入力されたストローク（筆跡）を確認することができる。図２６（Ｂ）では、例え
ば画像に対して注目すべき部分に矩形枠が手書き入力されると共に、注意を促す文字「Ｐ
ＯＩＮＴ２」が手書き入力されていることを表している。
【０１２２】
　図２６（Ｂ）に示す画面内で画像５３２以外の領域、あるいはボタンアイコン（戻るボ
タン）のタップ操作があると、スクラップノート表示部５０ｇは、図２６（Ａ）に示すス
クラップノート画面の表示に戻す。
【０１２３】
　なお、ノートビュー画面において、ユーザ操作（ボタンアイコンの選択など）に応じて
、図２６（Ａ）と同様のスクラップノート画面を表示することができる。ノートデータ生
成部４０Ａは、スクラップノート画面から何れかのサムネイルが選択された場合、選択さ
れたサムネイルに対応する画像を、編集中のページにインポートする。これにより、スク
ラップノートに蓄積した複数の画像を、ノートデータの作成のために簡単に利用すること
ができる。
【０１２４】
　次に、デスクトップノート画面のタグアイコン７７４がタップされた場合（ステップＣ
１１、Ｙｅｓ）、タグ処理画面表示部５０Ｎは、中央に表示するページ９０１にタグを貼
り付ける画像を表示する（ステップＣ１２）。例えば、タグアイコン７７４は、２枚の異
なる色のタグから構成されている。タグアイコン７７４は、選択されたタグを、ページ９
０１の予め決められた位置、例えば上端部の左側に貼り付けたように表示する。ノートデ
ータ生成部４０ａは、ページにタグが貼り付けられた場合、該当ページの属性データとし
て記録する。なお、ノートに貼り付けられたタグは、例えばタグが表示された位置から上
方向にスワイプ（あるいはフリック）された場合、ページから剥がされる（タグの画像が
消去）されるものとする。
【０１２５】
　また、ノートビュー画面に表示されたボタンアイコンの選択によりタグ機能に移行する
ことができる。図２７は、タグ機能の移行を指示するためのボタンアイコン５４０がタッ
プされた場合のサブメニュー表示画面の一例を示している。
【０１２６】
　ボタンアイコン５４０がタップされた場合、タグ処理画面表示部５０Ｎは、図２７（Ａ
）に示すサブメニュー５４２を表示する。サブメニュー５４２には、複数種類の色の異な
るタグが一覧表示されている。サブメニュー５４２からタグがタップされると、タグ処理
画面表示部５０Ｎは、図２７（Ａ）に示すように、タップされたタグ５４１をページに貼
り付ける。この際、タグ処理画面表示部５０Ｎは、サブメニュー５４２中のタグがページ
の貼り付け位置に移動する様子を遷移画像（アニメーション）により表示することもでき
る。
【０１２７】
　また、タグ処理画面表示部５０Ｎは、ページに貼り付けられたタグ５４１を剥がす操作
（スワイプまたはフリック）がされた場合、タグ５４１がサブメニュー５４２に戻る様子
を遷移画像（アニメーション）により表示することもできる。
【０１２８】
　サブメニュー５４２が横方向にスワイプ（またはフリック）されると、タグ処理画面表
示部５０Ｎは、サブメニュー５４２に表示するタグをスクロールして、１画面中に表示さ
れない他のタグの表示に変更する。図２７（Ｂ）は、図２７（Ａ）に示すサブメニュー５
４２においても左方向にスワイプされた場合に表示するサブメニュー５４２の例を示して
いる。
【０１２９】
　また、サブメニュー５４２には、図２７（Ｂ）に示すように、複数のタグの他に、タグ
に文字等を入力するための入力画面の移行を指示するためのタグ入力ボタン５４４が含ま
れている。
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【０１３０】
　タグ入力ボタン５４４がタップされると、タグ処理画面表示部５０Ｎは、図２７（Ｃ）
に示すように、タグの一覧表示と共に、入力エリア５４５を表示する。タグ処理画面表示
部５０Ｎは、タグ一覧表示から何れかのタグ５４６がタップにより選択されると、入力エ
リア５４５の表示色を選択されたタグ５４６の色に変更する。
【０１３１】
　入力エリア５４５には、ペン１００を用いた手書き入力、あるいはテキストモードによ
る文字入力（例えばソフトウェアキーボードを用いた入力）が可能である。タグデータ生
成部４０ｄは、タグ処理画面（入力エリア５４５）を通じて入力されるストロークデータ
をもとにタグデータ６０ｄを生成して記録する。
【０１３２】
　図２７（Ｃ）は、入力エリア５４５に対して、ペン１００を用いて「ｄｏｎｅ」の文字
列（ストロークデータ）が入力された例を示している。タグ処理画面表示部５０Ｎは、入
力エリア５４５に入力された文字列をタグ５４６に表示する。タグ処理画面表示部５０Ｎ
は、タグ５４６がページに貼り付けられた後も、タグ５４６に対して入力された文字列等
をそのまま表示する。従って、ユーザは、ページに貼り付けられたタグの色だけでなく、
タグに表示される文字列等によってタグを識別することができる。
【０１３３】
　なお、前述した説明では、タグをページの予め決められた位置に貼り付けるとしている
が、ユーザが指定した位置に貼り付けるようにしても良い。例えば、タグ処理画面表示部
５０Ｎは、サブメニュー５４２からタグをページ９０１上の任意の位置にドラッグできる
ようにし、ドロップ先の位置にタグを表示する。これにより、ページ中の注目する位置に
タグを表示することができる。
【０１３４】
　タグ処理画面表示部５０Ｎは、例えばサブメニュー５４２以外の領域がタップされた場
合、サブメニュー５４２の表示を終了する。これにより、デスクトップノート画面に戻る
。
【０１３５】
　次に、アプリケーションプログラム２０３により表示される画面全体あるいは画面一部
をクリップする処理について説明する。図２８は、クリップ処理の手順を説明するための
概念図である。
【０１３６】
　図２８（Ａ）は、アプリケーションプログラム２０３により表示されるアプリケーショ
ン画面を有する画面を示す図である。図２８（Ａ）のアプリケーション画面６０１は、Ｗ
ｅｂブラウザによって表示される。
【０１３７】
　アプリケーション画面６０１の下にシステムバー６０２が表示される。システムバー６
０２内には、アプリ連携アイコン６０２Ａが表示されている。アプリ連携アイコン６０２
Ａに対してタップ操作６０３された場合、スクラップノートデータ生成部４０Ｃは、アプ
リケーション画面６０１をキャプチャする。図２８（Ｂ）に示すように、スクラップノー
ト表示部５０Ｇは、キャプチャ画面６１１を表示する。キャプチャ画面６１１の上部に黒
ペンボタン５０１、赤ペンボタン５０２、マーカーボタン５０３、および選択ボタン５０
４が表示されている。
【０１３８】
　アプリ連携アイコン６０２Ａに対してタップ操作６０３された時点で、黒ペンによる手
書き入力モードとなる。なお、キャプチャ画面の表示中に、黒ペンボタン５０１、赤ペン
ボタン５０２、およびマーカーボタン５０３の何れかが指またはペンによってタップされ
た場合に、手書き入力モードになっても良い。
【０１３９】
　図２９は、クリップ処理の手順を説明するための概念図である。



(22) JP 6271125 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

　例えば、図２９（Ａ）に示すように、赤ペンボタン５０２に対してタッチ操作６２１さ
れた場合、ペンにより赤色の軌跡を描画することが可能になる。図２９（Ｂ）に示すよう
に、キャプチャ画面６１１Ａは、階調を低くして表示される。キャプチャ画面６１１の階
調を低くすることによって、キャプチャ画面６１１Ａが薄く表示され、軌跡が見やすくな
る。具体的には、スクラップノート表示部５０Ｇは、キャプチャ画面６１１を表示してい
るときに、タッチ操作６２１により手書き入力による軌跡の描画が開始される場合、キャ
プチャ画面６１１から階調を低くしたキャプチャ画面６１１Ａへ切り替える。階調とは、
色や明るさの濃淡の変化を表す段階の数のことである。表示する画面またはコンテンツの
階調を低くするとは、画面またはコンテンツに含まれる色や明るさの値（階調値）の範囲
を狭めるものであればどのようなものであっても良く、画面またはコンテンツの主要部の
みについて色や明るさの値（階調値）の範囲を狭めても良い。
【０１４０】
　図２９（Ｂ）に示すように、スクラップノート表示部５０Ｇは、キャプチャ画面６１１
Ａ上にタップされたボタンに応じた色の線またはマーカーを描画する。手書き入力により
、キャプチャされた画像に対してコメント６２２やマーカーを付加することが可能になる
。
【０１４１】
　キャプチャ画面６１１Ａに対して指によってタップ操作６２３された場合、スクラップ
ノートデータ生成部４０Ｃは、スクラップデータを生成する。スクラップノートデータ生
成部４０Ｃは、生成されたスクラップデータを記録デバイス１０６に格納する。
【０１４２】
　スクラップデータの生成後、図２９（Ｃ）に示すように、スクラップノート表示部５０
Ｇは、システムバー６０２の上にスクラップノート選択ボタン６３１、６３２、６３３を
表示する。スクラップノート選択ボタン６３１、６３２、６３３は、スクラップデータの
対応先のスクラップノートを選択するために設けられている。スクラップノート選択ボタ
ン６３１、６３２、６３３の内の一つに対してタップ操作６２４されると、スクラップノ
ートデータ生成部４０Ｃは、対応するスクラップノートデータにスクラップデータによっ
て表示される画像のサムネイルを表示するためのサムネイルデータを作成する。スクラッ
プノートデータ生成部４０Ｃは、生成されたサムネイルデータを表示できるように、タッ
プされたボタンに対応するスクラップノートデータを変更する。スクラップノートデータ
生成部４０Ｃは、スクラップデータの格納位置を示す情報をタップされたボタンに対応す
るスクラップノートデータに含ませる。なお、スクラップノートデータ生成部４０Ｃは、
サムネイルがスクラップデータの生成順に上から左詰めで表示されるように、スクラップ
ノートデータにスクラップノートデータを変更する。スクラップノートには、ページの概
念が無く、スクラップデータよって表示される画像のサムネイル画像が無限に貼り込まれ
る。なお、スクラップノートでは、例えばｈｔｍｌ形式のデータである。
【０１４３】
　スクラップノートデータの変更後、図２９（Ｄ）に示すように、デスクトップが表示さ
れる。デスクトップのスクラップノートアイコン７７３は、直近の５件のスクラップのサ
ムネイルが時系列順に重ねられて表示される。最上部のサムネイル画像７７３Ａは、最後
にスクラップされたスクラップノートに対応する。
【０１４４】
　図３０（Ａ）に示すように、キャプチャ画面６１１の表示中、選択ボタン５０４に対し
てタップ操作６４１された場合、スクラップノートデータ生成部４０Ｃおよびスクラップ
ノート表示部５０Ｇは、範囲選択モードになる。範囲選択モードでは、ユーザがキャプチ
ャ範囲を指定することが可能である。例えば、範囲は、ペンの画面上に触れた接触開始位
置と、ペンが画面上から離れた接触終了位置とによって定義される矩形によって指定され
る。
【０１４５】
　図３０（Ｂ）に示すように、スクラップノート表示部５０Ｇは、キャプチャ画面の階調
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を低くした画面６１１Ａを表示する。画面上にペンが接触すると、スクラップノート表示
部５０Ｇは、接触開始位置と現在のペンの接触位置とによって定義される矩形６４２の内
側の階調を元に戻す。
【０１４６】
　キャプチャ画面６１１Ａに対して指によってタップ操作６４３された場合、スクラップ
ノートデータ生成部４０Ｃは、指定範囲の画像を含むスクラップデータを生成する。スク
ラップノートデータ生成部４０Ｃは、生成されたスクラップデータを記録デバイス１０６
に格納する。
【０１４７】
　スクラップデータの生成後、図３０（Ｃ）に示すように、スクラップノート表示部５０
Ｇは、システムバー６０２の上にスクラップノート選択ボタン６３１、６３２、６３３を
表示する。例えば、スクラップノート選択ボタン６３１に対してタップ操作６４５された
場合、対応するスクラップノートデータを変更する。
【０１４８】
　スクラップノートデータの変更後、図３０（Ｄ）に示すように、デスクトップが表示さ
れる。デスクトップのスクラップノートアイコン７７３は、直近の５件のスクラップのサ
ムネイルが時系列順に重ねられて表示される。最上部のサムネイル画像７７３Ｂは、最後
にスクラップされたスクラップノートに対応する。
【０１４９】
　範囲指定後、図３０（Ｂ）に示すように、手書き入力モードになる。赤ペンボタン５０
２、およびマーカーボタン５０３の何れかの描画ボタンに対してタップ操作６４４される
と、赤色で描画される。
【０１５０】
　手書き入力モードでは、図３０（Ｅ）に示すように、画面上にペンが接触すると、指定
された範囲の画像６４６のみが表示され、指定範囲外は例えば白色になり、描画ボタンが
タップされる前に表示されていた内容は表示されなくなる。手書き入力モードにおいて手
書き入力された場合、スクラップノートデータ生成部４０Ｃは、手書き入力の軌跡に応じ
てキャプチャ画面にタップされたボタンに応じた色の軌跡６４７を描画する。手書き入力
により、キャプチャされた画像に対してコメントやマーカーを付加することが可能になる
。図では、キャプチャ画面上にコメントが描画されているが、キャプチャ画面の外側にコ
メントやマーカーを描画することが可能である。
【０１５１】
　画面に対して指によってタップ操作６４８された場合、スクラップノートデータ生成部
４０Ｃは、指定範囲の画像を含むスクラップデータを生成する。スクラップノートデータ
生成部４０Ｃは、生成されたスクラップデータを記録デバイス１０６に格納する。
【０１５２】
　スクラップデータの生成後、図３０（Ｆ）に示すように、スクラップノート表示部５０
Ｇは、システムバー６０２の上にスクラップノート選択ボタン６２１、６２２、６２３を
表示する。例えば、スクラップノート選択ボタン６２１に対してタップ操作６４９された
場合、対応するスクラップノートデータを変更する。
【０１５３】
　スクラップノートデータの変更後、図３０（Ｇ）に示すように、デスクトップが表示さ
れる。デスクトップのスクラップノートアイコン７７３は、直近の５件のスクラップのサ
ムネイルが時系列順に重ねられて表示される。最上部のサムネイル画像７７３Ｃは、最後
にスクラップされたスクラップノートに対応する。
【０１５４】
　なお、スクラップノート表示部５０Ｇは、階調を低くした画面を表示しているときに、
手書き入力による軌跡の描画が終了した場合に、階調を低くした画面から階調を戻した画
面へ切り替えても良い。
【０１５５】



(24) JP 6271125 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

　次に、クリップデータを使用し、手書きによるメモの編集が行える一連の流れを説明す
る。
【０１５６】
　図３１は、電子機器の使用例を示す概念図である。　
　図３１に示すように、先にユーザの操作によりＷｅｂブラウザによる画面７０１が表示
されている状態から開始する。次に、アプリ連携アイコン６０２Ａに対してタップ操作を
行うことによって、手書きの出来る編集画面７０２を呼び出す。この際に、直前に表示さ
れていた画面７０１を背景として、背景画面の階調を低くする。この状態で各種手書きに
よるメモ等の編集を行う（画面７０３）。その結果を別の手書きノート型アプリに取り込
む。取り込む形式は、画像でも、手書きのストロークを保持する形式であっても良い。取
り込んだ後、さらに画面７０３の編集を行う（画面７０４）。編集が完了した時点で編集
結果の保存を行う。保存形式は、手書きの時系列情報を保持する形式となる。また、画面
７０５のように他のアプリケーション(図中ではメールクライアント)で再利用を行うので
あれば、メールクライアントで利用可能なデータ形式例えば画像データとして出力し、メ
ールクライアント側に渡す。
【０１５７】
　図３２に透過背景の例を示す。地図や文書、メール、閲覧中のＷｅｂ、装置に付属する
カメラで撮影した画像といった、画面を持つ端末が表示することのできる画面が対象とな
る。
【０１５８】
　図３３に透過背景手書き編集画面の例を示す。図３１に示した画面を背景として、透過
して表示され、上から手書きメモを加えることができる。背景は、元の画面より階調を低
くされている。
【０１５９】
　図３４は透過背景手書きメモを取り込み時の例を示す。図３３に示した手書き編集画面
での編集結果を取り込むことのできるアプリケーションの編集画面に取り込んだところを
示す。
【０１６０】
　図３５は追加手書き書き込み画面ができる編集画面である。図３４あるいは、図３１の
画面７０３の図３２に示す画面の取り込みを行った後に、さらに、手書き編集ができる例
である。ここでの手書き編集をユーザが終了させる場合は、その内容を保存する。また、
メーラー等、他のアプリケーション等で利用可能な状態で保存する。
【０１６１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【０１６２】
　また、前述した実施の形態において記載した処理は、コンピュータに実行させることの
できるプログラムとして、例えば磁気ディスク（フレキシブルディスク、ハードディスク
等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体メモリなどの記録媒体に書き込ん
で各種装置に提供することができる。また、通信媒体により伝送して各種装置に提供する
ことも可能である。コンピュータは、記録媒体に記録されたプログラムを読み込み、また
は通信媒体を介してプログラムを受信し、このプログラムによって動作が制御されること
により、上述した処理を実行する。
【符号の説明】
【０１６３】
　１０…タブレットコンピュータ、２０２…手書き入力プログラム、３０…入力判別部、
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４０…データ生成部、５０…表示処理部。
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